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作業後はノズ

ルの残圧処理を行
うこと。

作業後は速や
かにノズルの洗浄
を行うこと。

運搬、保管、取扱上の注意をする
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コックが完全に閉まっていることを確認のこと。

作業時は防除服・保護用具を必ず着用のこと。

毎回作業前にはホース取付部及びノズル各部ねじのゆるみまた
は、損傷異常箇所がないか点検のこと。

指定圧力以上での使用は絶対しないこと。

ノズルの先端はいかなる時でも絶対に人や動物及び危険物には
向けないこと。

安全に防除作業をしていただくために

ポンプの作動中はノズルの補修、放置をしないこと。
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コックが完全に閉まっていることを確認のこと。

作業時は防除服・保護用具を必ず着用のこと。

毎回作業前にはホース取付部及びノズル各部ねじのゆるみまた
は、損傷異常箇所がないか点検のこと。

指定圧力以上での使用は絶対しないこと。

ノズルの先端はいかなる時でも絶対に人や動物及び危険物には
向けないこと。

安全に防除作業をしていただくために

ポンプの作動中はノズルの補修、放置をしないこと。



55
5-
00
13
大
阪
府
大
阪
市
西
淀
川
区
千
舟
１
丁
目
５
－
４
１

TE
L 
06
-6
47
3-
08
35
（
代
）
FA
X 
06
-6
47
2-
62
80
(代
）

ノ
ズ
ル
内
部
で
空
気
を
混
入
し
て
泡
沫
状
の
小
さ
な
泡
と
な
っ

て
散
布
さ
れ
ま
す
。
泡
粒
状
の
為
、
霧
の
飛
散
が
少
な
く
隣
作

の
薬
害
防
止
に
な
り
ま
す
。
散
布
状
態
は
扇
型
で
す
。

Nagata
作業後はノズ

ルの残圧処理を行
うこと。

作業後は速や
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運搬、保管、取扱上の注意をする
こと。
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コックが完全に閉まっていることを確認のこと。

作業時は防除服・保護用具を必ず着用のこと。

毎回作業前にはホース取付部及びノズル各部ねじのゆるみまた
は、損傷異常箇所がないか点検のこと。

指定圧力以上での使用は絶対しないこと。

ノズルの先端はいかなる時でも絶対に人や動物及び危険物には
向けないこと。

安全に防除作業をしていただくために

ポンプの作動中はノズルの補修、放置をしないこと。
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うこと。
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かにノズルの洗浄
を行うこと。

運搬、保管、取扱上の注意をする
こと。
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コックが完全に閉まっていることを確認のこと。

作業時は防除服・保護用具を必ず着用のこと。

毎回作業前にはホース取付部及びノズル各部ねじのゆるみまた
は、損傷異常箇所がないか点検のこと。

指定圧力以上での使用は絶対しないこと。

ノズルの先端はいかなる時でも絶対に人や動物及び危険物には
向けないこと。

安全に防除作業をしていただくために

ポンプの作動中はノズルの補修、放置をしないこと。


